
　　　様式第２号(事業別概要) No.

款 大事業

項 中事業

目 担当所属

予算種別 補助/単独 事業区分
前年度

増減額
前々年度 5年間計画額

当初予算額 決算額

実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

節 本年度
 前年度 増減額

特
定
財
源

款 項 目 節
細
節

細
々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初要求額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

平成２４年度  一般会計 予算見積 事業別概要書（当初）
9. 教育費 8. 指導者育成・支援事業

6. 保健体育費

1. 保健体育総務費 生涯スポーツ課

（佐倉市）　　

0

平成24年度 0

臨時 単独 0 2,796 0
平成25年度 0

平成26年度 0

平成27年度 0

平成28年度 0

2,796 2,796

スポーツ推進委員を育成・支援し、事業等を通じて各種 各種スポーツ技能の向上、ニュースポーツの普及等 各種スポーツの技能向上が図られるとともに、ニュース

スポーツの振興を図る。また、スポーツリーダバンク制度により、各種 ポーツの普及によりスポーツの選択肢が広がり、スポーツ人口の増加が

競技の指導者を地域や学校に派遣し、技能を高める。 期待できる。

スポーツリーダーバンク制度が市民にあまり知れ スポーツ推進委員の委嘱替えに伴い、活動時に着 スポーツ推進委員による事業を通じて、気軽に行

れていない。また、スポーツリーダーバンクの登録者が高齢化しており 用するユニフォームを計上した。 えるニュースポーツを紹介していくことは、スポーツ人口を増加させる

、新たな人材の発掘が課題である。 には効果的である。また、併せて、スポーツリーダーバンク制度により

各競技の技能を高めていくこともとても重要と考える。

01 1,944 0 1,944

08 576 0 576

09 137 0 137

11 4 0 4

12 25 0 25

19 110 0 110

差引一般財源 2,796 0 2,796


